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金属皮膜の密着性に優れた炭素繊維強化
プラスチックを提供
金属被覆繊維強化プラスチックの製造方法

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）は、軽量、高強度で耐食性に優
れることから、幅広い分野で採用されている。しかしながら、CFRPは電気
伝導率が低いことが知られており、例えば航空機の胴体に用いる場合には、
落雷よる損傷の危険性がある。したがって、導電性を高める手法として
CFRP表面に金属皮膜を形成して導電性を高める対策（メタライゼーショ
ン）が期待されている。
メタライゼーションの手法として低温で施工可能であり、CFRPの損傷が

少ないコールドスプレー法に注目されており、先行研究ではスズからなる金
属被膜を形成する方法が検討されている[1][2]。しかしながら、スズ／ 
CFRP界面の付着強度が低いことが課題であった。付着強度を向上させる
ために、添加剤の利用やCFRPの表面処理を行う方法が開発されてきた
が、これらの方法はコストの面から工業的には望ましくない。
本発明は、前処理・後処理を必要としない簡易な方法により付着強度

を向上させた金属被覆CFRPとその製造方法に関するものである。
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